
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》

活動補助申請 市
《事業概要》 補助金交付

※市老連は、市からの補助金から

市老連事務局運営費を差し引き、

花北地区老連 大迫地区老連 西部地区老連 各単位クラブ 残額を４支部に対し（均等割＋人数割）

中央地区老連 亀ケ森地区老連 八幡地区老連 補助金を分配している。

花西地区老連 外川目地区老連 好地地区老連

花南地区老連 内川目地区老連 新堀地区老連 ※市老連は、県老連、行政、各種団体とのパイプ役

湯口地区老連 八重畑地区老連 としての役割を担うとともに、クラブ全体行事等の

湯本地区老連 企画、運営、事務を行い、統括する。

矢沢地区老連 ※各支部老連は、各管轄老人クラブの活動強化と市

宮野目地区老連 老連との連携を図るために設置。地域性のある活動

《事業展開の留意事項》 太田地区老連 で地域貢献に尽力

笹間地区老連 活動補助申請

　　　　　　　　　単位老人クラブ　151クラブ 補助金交付

・ 老人クラブ活動事業補助金・・・Ｈ２５決算額　4,610千円
会員数規模による定額補助（県補助金交付基準による） Ｈ２５見込

Ｈ24基準 11～30人 28,800円 → 36クラブ（Ｈ25　2クラブ増で38見込）1,094,400円

31～50人 30,000円 → 65クラブ　　　　　　　　　　　　　1,950,000円

51～60人 33,600円 → 23クラブ　　　　　　　　　　　　　　772,800円

61～80人 34,800円 → 19クラブ　　　　　　　　　　　　　　661,200円

81人以上 37,200円 → 8クラブ　　 　                      297,600円

計 4,776,000円

《成果指標》 （県国補助分3,184,000円、市補助分1,592,000円）

24 25 26 ・ 老人クラブ連合会事業補助金・・・Ｈ２５決算額　2,477千円
補助金 498,200円(A)＝均等割部分165,000＋6,664人（H24会員数）×会員割部分50円

（県基準） ・国県補助割合2/3　332,000円 市補割合1/3　166,200円

市嵩上げ分　 1,992,800円（B）＝H24補助基準498,200円×４ （従来：県補助基準額×４）

補助総額 （A)＋（B）＝2,491,000円 （県国補助分332,000円+市補助分166,200＋1,992,800円）

・ 老人クラブ連合会特別活動事業補助金・・・Ｈ２５決算額　400千円
400,000円（県国補助分266,000円、市補助分134,000円）

社会参加活動推進事業

1,200
③ 市老人クラブ大会参加者数 人

目標 1,000 1,000
実績 800

1,000
実績 700 中止

実績 20.3 19.6
目標 1,000

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

無 〕

昭和37年老人福祉法制定以後、老人クラブ育成の機運が高まり各地域でクラブ結成が進み組織として、現
在は高齢者がいきいきと暮らすため、組織として補助を得ながら、生きがいづくりや健康づくりなどの活
動に取り組むとともに、地域づくり、まちづくりに寄与する団体となっている。

・老人クラブ事業補助金
・老人クラブ連合会事業補助金
・老人クラブ特別活動事業補助金
①老人クラブ151団体：会員である高齢者の豊かな知識や経験を生かして、スポーツ、文化活
動、友愛活動、奉仕活動などを行う。
②花巻市老人クラブ連合会：市老人クラブ大会、指導者研修会、健康づくり事業（スポーツ大
会等）を開催する。県シルバースポーツ大会、県老人クラブ大会等に参加。特別活動事業実
施。

市民参画の有無 〔

一般財源 3,694 3,885

3,782

高齢者の社会参加・社会貢献活動の推進

地方債

その他

7,667

財
源
内
訳

国県支出金 3,793

年度 26 年度

事 業 費
7,487

25 年度 当初(現計) 補　正 25
年度 ～ 平成 年度〕

健康福祉部 長寿福祉課 坊澤尚行 514

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成

担当部(機関) 担当課(機関) （内線）

一般 03 01 02 0406 社会参加活動推進事業 暮らし

〕

担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名 分 野

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

（総括表）

①
60歳以上における老人クラブ会
員数の割合

％
目標 24 24

② 市老人スポーツ大会参加者数 人

花巻市老人クラブ   
連合会（事務局） 

花巻支部   
95クラブ 

大迫支部   
13クラブ 

 

石鳥谷支部  
24クラブ 

 

東和支部    
19クラブ 



《環境変化、意見・要望》

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》

24 25 26

24 25 26

社会参加活動推進事業

全国的に老人クラブの会員数の減尐問題を抱えている。会員加入促進のため魅力ある活動、組織づくりが
求められている。

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

社会参加活動推進事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

有
効
性

目的

一般 03 01 02 0406

保健・医療・福祉のネットワー
ク拡充で安心のまちづくり

高齢者や障害者がまちで暮らす真の
ノーマライゼーションへの取り組み3-3

老人クラブ活動は地域づくり、高齢者の健康づくりや介護予防
活動の担い手として位置づけられる。魅力ある活動の創出を図
り、活性化を促して行く必要がある。対象 おおむね60歳以上の者

意図 高齢者が、健康で豊かな生活が送れるようになる。

目
的
妥
当
性

老人福祉法に基づき、老人クラブ活動への支援は市町村の責務
である。総合

計画 3

施　策

①

効
率
性

県の補助基準に基づいた補助金と市独自の補助金を上乗せ交付
している。現状以下での補助金額になると老人クラブの反発が
大きい。また連合会事務員は最小限の人員で臨んでおり削減の
余地は無い。

・老人クラブ事業補助金
・老人クラブ連合会事業補助金
・老人クラブ特別活動事業補助金
①老人クラブ151団体：会員である高齢者の豊かな知識や経験を生かして、スポーツ、文化活
動、友愛活動、奉仕活動などを行う。
②花巻市老人クラブ連合会：市老人クラブ大会、指導者研修会、健康づくり事業（スポーツ大
会等）を開催する。県シルバースポーツ大会、県老人クラブ大会等に参加。特別活動事業実
施。

公
平
性

各老人クラブの活動経費は、相応の会員負担が伴い、市補助金
については会員数に比例した補助金が交付されている。

市民参画の有無 無

活動している老人クラブ数 団体

政　策

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

高齢者の社会参加・社会貢献活動の推進

年度(実績) 年度(計画)

計画 154 153
実績 151 148

② 老人クラブ会員数 人
計画 6,867 6,664
実績 6,664 6,444

③
計画

実績

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

①
60歳以上における老人クラブ会
員数の割合

％
目標 24 24

実績 700

単位老人クラブ、市老人クラブ連合会の円滑な組織運営、活発な事業活動を図るため、補助金
の交付等側面的支援を行い、クラブ会員のほか地域高齢者の豊かな知識や経験を生かした活動
（クラブ大会）、地域高齢者の交流促進やそれぞれの地域での地域貢献活動などへの取り組み
が行われた。

実績 20.3 19.6

1,000

② 市老人スポーツ大会参加者数 人
目標 1,000 1,000

概ね目標値どおり 目標値より低い

中止

③ 市老人クラブ大会参加者数 人
目標 1,000

（附表）

要因分析

・高齢者の趣味や生きがいが多様化
・老人クラブ活動に対する高齢者の参加意欲の低下
・就労年齢の上昇により、高齢者でも現役就労者が増加

実績 800 1,200

達成度 目標値より高い


